
Trotec レーザーカットガイド (FineCut 使用版 )
この「Trotec レーザーガイド」では、Mimaki 製プリンタに添付のソフトウェアと Trotec Speedy シリーズに添
付のソフトウェアを使った Trotec Speedy シリーズ ( レーザー彫刻機 100/ 300/ 360/ 400) でのカット方法と、事
前に確認 / 設定していただきたい項目を説明します。 
FineCut で Trotec Speedy シリーズにカットデータを直接出力する方法については、FineCut リファレンスガイ
ドをご覧ください。

ご注意
• 本書の一部、または全部を無断で記載したり、複写することは固くお断りいたします。
• 本書は、内容について十分注意しておりますが、万一ご不審な点などがありましたら、販売店または弊社営業

所までご連絡ください。
• 本書は、改良のため予告なく変更する場合があります。
• ソフトウェアの改良変更等により、仕様面において本書の記載事項が一部異なる場合があります。ご了承くだ

さい。
• 株式会社ミマキエンジニアリングの保証規定に定めるものを除き、本製品の使用または使用不能から生ずるい

かなる損害 ( 逸失利益、間接損害、特別損害またはその他の金銭的損害を含み、これらに限定しない ) に関して
一切の責任を負わないものとします。また、株式会社ミマキエンジニアリングに損害の可能性について知らさ
れていた場合も同様とします。一例として、本製品を使用してメディア ( ワーク ) 等の損失やメディアを使用し
て作成された物によって生じた間接的な損失等の責任負担もしないものとします。

• 本書の最新版は、弊社ホームページからもダウンロードできます。

Trotec Speedy シリーズ , Trotec JobControl, Trotec UniDrive, Trotec Engraver は Trotec 社の商標、または登録
商標です。
FineCut、RasterLink および CuttingLink は株式会社ミマキエンジニアリングの日本ならびにその他の国におけ
る商標、または登録商標です。
Adobe、Illustrator は、Adobe Incorporated の米国ならびにその他の国における商標、または登録商標です。
Microsoft, Windows は、Microsoft Corporation の米国ならびにその他の国における商標、または登録商標です。
Apple, Macintosh は、Apple Inc. の米国ならびにその他の国における商標、または登録商標です。
その他、記載されている会社名および商品名は、各社の登録商標または商標です。

本書の内容を無断で転載することは禁止されています。
© 株式会社ミマキエンジニアリング

All Rights Reserved.Copyright
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Trotec レーザーカットについて
カットデータを FineCut から Trotec JobControl に送信し、Trotec Speedy シリーズ (100/300/360/400) でレー
ザーカットできます。
本書では、FineCut, RasterLink を使用して、「ミマキエンジニアリング製のプリンタ ( 以下 ”Mimaki プリンタ
” と表記 ) で印刷」 → 「Trotec Speedy シリーズでレーザーカット」する基本的な流れを説明します。一例と
して LaserCut PC に FineCut と Trotec のソフトウェアをインストールし、RasterLink PC に RasterLink をイ
ンストールする場合について説明します。

• Trotec レーザーカットフロー (FineCut から出力すると自動でレーザーカットされる場合 )

*1. FineCut は Trotec Speedy シリーズ ( レーザー彫刻機 )100/300/360/400 に対応しています。 

Engraver (Printer Driver)

100/300/360/400

,

1. 印刷データ送信 (P. 20)

ホットフォルダ

データ作成等

レーザーカット印刷

2. 印刷データ出力 (P. 20)

3. カットデータ送信 (P. 21)

自動

*1

自動
UniDrive でクイッ

クプリント : オン

の場合

自動

変換フォルダ

画質調整

色調整等

ファイル変換

出力条件の設定

カット条件の設定

レーザー彫刻機の制御等
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• システム構成

Engraver (Printer Driver)

LaserCut PC

100/300/360/400
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レーザーカットの準備手順

*1. カット条件パラメータファイル : 材料テンプレートと出力条件が保存されるファイルです。 
*2. 変換フォルダ : 変換フォルダにグラフィックファイルを置くと、自動でレーザー加工対応ファイルに変換され、

Trotec JobControl に送信されます。(FineCut から変換フォルダにカットデータを出力すると、
自動で Trotec JobControl にカットデータが読み込まれます。)

1. Mimaki のソフトウェア / ドライバをインストールする。 (P.8)

6. Mimaki プリンタを印刷可能な状態にする。 (P.15)

5. Trotec Speedy シリーズをレーザーカット可能な状態にする。 (P.15)

準備する (P.7)

2. FineCut の設定を行う。 (P.8)

4. Trotec のソフトウェアの設定を行う。 (P.9)

3. Trotec のソフトウェア / ドライバをインストールする。 (P.9)

1. LaserCut PC に FineCut をインストールする。 (P.8)
2. RasterLink PC に RasterLink をインストールする。 (P.8)

1. [ プロッタ機種 ] で Trotec Speedy シリーズを選択する。 (P.8)
2. Trotec のカラースウォッチを開く。 (P.8)

1. LaserCut PC に Trotec JobControl をインストールする。 (P.9)
2. LaserCut PC に Trotec UniDrive をインストールする。 (P.9)

1. カット条件を設定する。(Trotec JobControl) (P.10)
2. カット条件パラメータファイル *1 を作成する。 (Trotec UniDrive) (P. 11)
3. 変換フォルダ *2 とカット条件パラメータファイルの関連付けを行う。(Trotec

UniDrive) (P. 13)

Trotec Speedy シリーズの操作マニュアルを参照してください。

Mimaki プリンタ添付のマニュアル CD 「取扱説明書」 を参照してください。
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レーザーカットの出力手順

*1. 位置合わせ枠 : 印刷とカットがずれないようにするための基準となる枠です。全てのデータが枠に収まるように
作成します。

1. データを作成する。 (P.16)

3.Trotec Speedy シリーズ (100/300/360/400) でレーザーカットする。 (P.21)

印刷、カットする (P.16)

1. Adobe Illustrator でデータを作成する。 (P.16)
• 印刷データ、 カットデータ、 位置合わせ枠 *1 データを作成します。

1. メディアをセットする。(P. 21)
2. FineCut から Trotec Speedy シリーズに出力する。(P. 21)

2. 印刷する。 (P.17)

1. 紙メディアに位置合わせ枠データを印刷する。 (P.17)
2. メディアに印刷データを印刷する。 (P.19)
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準備する
レーザーカットをする前に、各ソフトウェアのインストールと設定、プリンタや Trotec Speedy シリーズ
(100/300/360/400) の準備が必要になります。
既に準備が済んでいる場合は「印刷、カットする」 (P.16) に進んでください。

レーザーカットに必要なソフトウェアは以下のとおりです。

• 以下のソフトウェア / ドライバーは Mimaki プリンタで印刷を行う場合に必要となります。

種類
ソフトウェア /
ドライバー

説明

Mimaki
ソフトウェア

FineCut8
 (Ver8.7 以上*1 )

または
FineCut9

*1. 所定のバージョン未満のソフトウェアをお使いの場合は、ミマキホームページ (https://japan.mimaki.com/
download/software.html) よりバージョンアップ版インストーラーをダウンロードしてインストールしてくだ
さい。

Adobe Illustrator プラグインのカッティングソフトウェアです。

[TrotecLaser へ出力 ] 機能は Adobe Illustrator CC 以上 (Win/Mac) で

のみ動作します。 Adobe Illustrator CC より前のバージョンでは、

FineCut で Trotec Speedy シリーズの機能を使用することができませ

ん。

インストール方法については FineCut リファレンスガイド 第 1 章 
「FineCut のインストール」 を参照してください。

Trotec
ソフトウェア

Trotec JobControl

Trotec JobControl は材料テンプレートの登録、カットデータの配置、

カットデータの出力等を行うソフトウェアです。(Trotec Speedy シ

リーズ同梱品 : CD)

インストール方法については Trotec JobControl の Operation Manual を
参照してください。

Trotec
ドライバー

Trotec Engraver JobControl インストール時に同時にインストールされる Trotec レー

ザー機のドライバです。

Trotec
ソフトウェア

Trotec UniDrive

Trotec UniDrive はカット条件パラメータファイルの作成、変換フォル

ダとカット条件パラメータの関連付け等を行うソフトウェアです。

インストール方法については Trotec UniDrive の Operation Manual を参

照してください。

種類
ソフトウェア /
ドライバー

説明

Mimaki
ソフトウェア

RasterLink
画像データを受け、 多彩な編集を行い、 Mimaki プリンタに作画デー

タを送信するソフトウェアです。

インストール方法については RasterLink インストールガイドを参照し

てください。

Mimaki
ドライバー

Mimaki ドライ

バー*1

*1. Mimaki プリンタで印刷する場合に必要です。

Mimaki インクジェットプリンタ / カッティングプロッタを使用するた

めのデバイスドライバーです。

インストール方法については Mimaki ドライバーのインストールガイ

ドを参照してください。
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1. Mimaki のソフトウェア / ドライバをインストールする。

1. LaserCut PC に FineCut をインストールする。
• 詳しくは、 FineCut リファレンスガイド 第 1 章 「FineCut のインストール」 を参照してください。

2. RasterLink PC に RasterLink をインストールする。
• 詳しくは、 Mimaki プリンタ添付の RasterLink のインストールガイドを参照してください。

2. FineCut の設定を行う。

1. FineCut メニューの [ プロッタ / ユーザー
設定 ] ボタンをクリックする。

2. [ プロッタ機種 ] で Trotec Speedy シ
リーズを選択する。

Adobe Illustrator CC より前のバージョンでは
Trotec Speedy シリーズは表示されません。
以下のTrotec Speedyシリーズに対応しています。
• Trotec Speedy 100
• Trotec Speedy 300
• Trotec Speedy 360
• Trotec Speedy 400

3. Trotec のカラースウォッチを開く。
(1) Adobe Illustrator のスウォッチウィンドウ右上

のアイコンをクリックする。

(2) [ スウォッチライブラリを開く ] - [ その他のラ
イブラリ ...] をクリックする。

(3) “[Adobe Illustrator のプラグインフォルダ ]\
Mimaki FineCut\Swatch” の "SpeedyFC.ase"
を選択して、[ 開く ] をクリックする。

• Trotec Color のカラースウォッチ

”SpeedyFC” が表示されます。



- 9 -

(4)表示されたカラースウォッチの右上のメ
ニューから「固定」を選択する。

• Adobe Illustrator を起動するたびに、自
動で Trotec カラースウォッチが開かれる
ようになります。

3. Trotec のソフトウェア / ドライバをインストールする。

1. LaserCut PC と Trotec Speedy シリーズを USB ケーブルで接続する。

2. Trotec Speedy シリーズの電源をオンにする。

3. LaserCut PC に Trotec JobControl をインストールする。
• Trotec Engraver も同時にインストールされます。
• 詳しくは、 Trotec JobControl の Operation Manual を参照してください。

4. LaserCut PC に Trotec UniDrive をインストールする。
• 詳しくは、 Trotec UniDrive の Operation Manual を参照してください。

4. Trotec のソフトウェアの設定を行う。

FineCut でレーザーカットデータ出力先として設定する [ 変換フォルダ ] を作成します。変換フォルダに入った
データは、自動で Trotec JobControl に送信されます。

• 変換フォルダ作成フロー

1. カット条件を設定する。(Trotec JobControl) (P.10)

2. カット条件パラメータファイルを作成する。(Trotec UniDrive ) (P.11)

3. 変換フォルダとカット条件パラメータファイルの関連付けを行う。(Trotec 
UniDrive) (P.13)
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カット条件を設定する。(Trotec JobControl)

1. Trotec JobControl を起動する。

2. [ 設定 ] メニューの [ 材料テンプレートの設定 ] を選択する。
• [ 材料データベース ] ダイアログが表示されます。

3. 新規材料を登録する。
• 材料テンプレートを登録して、 新規材料のレーザーカット条件を設定します。
• 基本的な材料は登録済です。

(1) 左側の材料一覧で ”Standard” を選択して、[ 材
料をつくる ] ボタンをクリックする。

• “ 新材料 ” が材料一覧に追加されます。

(2) 新材料に任意の名前をつける。

(3) カット条件を設定する。

• 本書の例では以下の条件を設定してください。

[Colour]: 1 ( 黒 )
[ プロセス ]: カット

[ パワー ] 以降 : メディアをカットするために適した数値

(4) [OK] をクリックする。
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カット条件パラメータファイルを作成する。(Trotec UniDrive )

1. Trotec UniDrive を起動する。
• Windows タスクバー右側のタスクトレイに Tro-

tec UniDrive アイコンが表示されます。

2. タスクバー右側のタスクトレイで Trotec 
UniDrive アイコンを右クリックする。

• Trotec UniDrive のメニューが表示されます。

3. [ 手動変換 ] メニューを選択する。
• [UniDrive( 手動モード )] ダイアログが表示されま
す。

4. カット条件パラメータファイルを作成す
る。

• Trotec JobControlで設定した材料テンプレート (
レーザーカット条件)をパラメータファイルに関
連付けます。

(1) 材料を選択する。
• Trotec JobControl で作成した材料を選択し

てください。( P.10 「新規材料を登録す

る。」)
上段のリストで、材料グループを選択しま

す。下段のリストで、材料テンプレートを

選択します。

(2) [自動位置]チェックボックスをオン/オフする。

• 本書の例ではオンにしてください。

Trotec JobControl

Trotec UniDrive
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(3) [ クイックプリント ] チェックボックスをオン
/ オフにする。

• 本書の例ではオンにしてください。

• Trotec JobControl にカットデータが送られ

ると、自動で Trotec Speedy シリーズに

データが出力されカットされます。

(4) [ カットライン ] を [ 無し ] に設定する。

(5) [ 切断線を検出 ] チェックボックスをオンにす
る。( 必須 )

(6) [ 保存 ] をクリックする。

• [ パラメータとホットフォルダを保存 ] ダイ

アログが表示されます。

(7) [ パラメータとホットフォルダを保存 ] ダイア
ログで [OK] をクリックする。

• [ パラメータセット名 ] の名称で、パラメー

タファイルが保存されます。

(8) [UniDrive( 手動モード )] ダイアログで [ 閉じる
] をクリックする。

(3)

(4)

(6) (5)
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変換フォルダとカット条件パラメータファイルの関連付けを行う。
(Trotec UniDrive)

1. タスクバー右側のタスクトレイで Trotec 
UniDrive アイコンを右クリックする。

• Trotec UniDrive のメニューが表示されます。

2. [ 変換フォルダ ] を選択する。
• [変換フォルダ設定 ]ダイアログが表示されます。

3. [ 新規変換フォルダ ] をクリックする。
• 新しいフォルダを、 変換フォルダとして Trotec

UniDrive に登録します。

4. [ フォルダ ] の [ フォルダを閲覧 ...] をク
リックして変換フォルダを設定する。

• フォルダを選択するダイアログが表示されま
す。

5. 変換フォルダにフォルダのパスを入力す
る。

• 本書の例では、フォルダ名 ”C:\TrotecDataFolder”
を入力して [OK] をクリックします。

• このフォルダは変換フォルダになります。 この
フォルダにデータが入ってくると自動的に Tro-
tec JobControl にデータが送信されます。

• あらかじめ Windows エクスプローラーで作成し
ておいたフォルダを選択することもできます。

• フォルダが存在しない場合はフォルダを新規作
成するかどうかのメッセージが表示されます。
[Ja] をクリックしてください。
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6. [ 短い名称 ] に変換フォルダ名が入力され
る。

• [変換フォルダの名前を選択 ]リストに表示される
名称です。 変更することもできます。

7. [ パラメータファイル ] 右側の [ ファイル
を閲覧 ...] をクリックする。

• 変換フォルダの読み込み条件 （パラメータファ
イル） を選択します。

• パラメータファイルを選択するダイアログが表
示されます。

8. 「カット条件パラメータファイルを作成
する。(Trotec UniDrive )」 (P.11) で保存し
たカット条件パラメータファイルを選択
して [ 開く ] をクリックする。

9. [ 監視アクティブ ] のチェックが オンに
なっていることを確認して、[ 適用 ] をク
リックする。

• [ 変換フォルダの名前を選択 ] に [ 短い名前 ] と同
じ名前が表示されたら、 変換フォルダの登録完
了となります。

10. [OK] をクリックする。
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5. Trotec Speedy シリーズをレーザーカット可能な状態にする。

Trotec Speedy シリーズの操作マニュアルを参照してください。

6. Mimaki プリンタを印刷可能な状態にする。

Mimaki プリンタの取扱説明書を参照してください。
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印刷、 カットする

1. データを作成する。

Adobe Illustrator でデータを作成する。

1. 印刷レイヤーとカットレイヤー、位置合わせ枠レイヤーを作成する。
• スムーズに出力できるように、 Adobe Illustrator であらかじめ印刷レイヤーとカットレイヤー、 位
置合わせ枠レイヤーを作成してください。 位置合わせ枠とは、 印刷とカットがずれないようにする
ための基準となる枠です。

• レイヤーの [ レイヤーオプション ] ダイアログで、 印刷レイヤーと位置合わせ枠レイヤーの [ プリン
ト ] チェックボックスをオン、 カットレイヤーの [ プリント ] チェックボックスをオフにしてくださ
い。

2. 印刷レイヤーに印刷データを作成する。

3. カットレイヤーにカットデータを作成す
る。

• FineCut の「フレーム抽出」機能を使用してカッ
トラインを作成することもできます。

4. カットデータの線色を、Trotec カラース
ウォッチから選択する。

• 本書の例では、 ”FCLaser_Black” を選択する。

• 必ず、P. 7 ～ P. 15 の「準備する」の内容を確認してから、印刷・レーザーカットを行ってく
ださい。
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5. 位置合わせ枠レイヤーに枠データを作成
する。

• Adobe Illustrator の長方形ツールで、 印刷データ
とカットデータの位置合わせ用の枠を作成しま
す。 0.2mm 以上の線幅で、 全てのデータが枠に
収まるように作成してください。

2. 印刷する。

紙メディアに位置合わせ枠データを印刷する。

1. RasterLink のホットフォルダに位置合わせ枠データを出力する。
(1) FineCut メニューの [RasterLink へ出力 ] ボタ

ンをクリックする。

(2) [ レイヤー] タブで印刷 / カットの設定をする。

• 位置合わせ枠レイヤーのみ印刷 ON にしま

す。

(3) [ フォルダ選択 ...] をクリックする。

• 使用する Mimaki プリンタの RasterLink
ホットフォルダを選択します。

• ホットフォルダが未作成の場合は、

RasterLink で Mimaki プリンタを登録してく

ださい。( ホットフォルダは、RasterLink で

プリンタ登録時に作成されます。)

• カットレイヤーのデータには、必ず Trotec カラースウォッチの色を設定してくださ
い。線色に Trotec カラー以外の色を設定しているデータは、レーザーカットの対象に
なりません。

• Trotec JobControl で設定されている材料テンプレートの [colour] 順で出力されます。
(P.6 「材料データベースを登録する。」)

• 同じ TrotecColor のデータが複数ある場合、最下層のレイヤーから順にカットされま
す。

印刷 カット レイヤー

- - カット

ON - 位置合わせ枠

- - 印刷

• ホットフォルダの選択ダイアログ
でフォルダを作成しても、ホット
フォルダとして機能しません。
ホットフォルダは必ず RasterLink
で作成してください。
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(4) [ 出力 ] をクリックする。

• 位置合わせ枠の印刷データが RasterLink の

ホットフォルダに送信されます。

2. Mimaki プリンタに紙メディアをセット
する。

(1) Mimaki プリンタ盤面に、位置合わせ枠を印刷

する紙メディアをセットする。
• 紙がずれないようにテープ等で固定してく

ださい。

(2) Mimaki プリンタをリモートモードにする。

3. 紙メディアに位置合わせ枠を印刷する。
• 印刷方法については Mimaki プリンタ添付のマニュアル CD 「取扱説明書」 を参照してください。
(1) RasterLink を起動する。

(2) Mimaki プリンタのタブをクリックする。

• 位置合わせ枠データが自動で読み込まれ、 [
ジョブ一覧 ] に追加されます。

(3) 画面右の [ 機能アイコン ] 一覧で [ 実行 ] アイ
コンをクリックする。

• [ 実行 ] パネルが表示されます。

(4) [ 実行 ] パネルで [RIP ＆印刷 ] または [RIP 後
印刷 ] を選択して [ 開始 ] をクリックする。

• 印刷が開始されます。

(5) 位置合わせ枠が印刷される。

プリンタ盤面

紙

プリンタ盤面

紙

位置合わせ枠



- 19 -

メディアに印刷データを印刷する。

1. RasterLink のホットフォルダに印刷データを出力する。
(1) FineCut メニューの [RasterLink へ出力 ] ボタ

ンをクリックする。

(2) [ レイヤー] タブで印刷 / カットの設定をする。

• カットレイヤーと位置合わせ枠レイヤーを

カット ON、印刷レイヤーを印刷 ON にしま

す。

(3) [ フォルダ選択 ...] をクリックする。

• 使用する Mimaki プリンタの RasterLink
ホットフォルダを選択します。

• ホットフォルダが未作成の場合は、

RasterLink で Mimaki プリンタを登録してく

ださい。( ホットフォルダは、RasterLink で

プリンタ登録時に作成されます。)

(4) [ 出力 ] をクリックする。

• 印刷データが RasterLink のホットフォルダ

に送信されます。

2. Mimaki プリンタにメディアをセットする。
(1) Mimaki プリンタ盤面で、位置合わせ枠右下に

合わせてメディアをセットする。
• 斜めにならないように、位置合わせ枠に合

わせてセットしてください。斜めにセット

すると、印刷とカットがずれてしまいます。

(2) Mimaki プリンタをリモートモードにする。

印刷 カット レイヤー

- ON カット

- ON 位置合わせ枠

ON - 印刷

• ホットフォルダの選択ダイアログ
でフォルダを作成しても、ホット
フォルダとして機能しません。
ホットフォルダは必ず RasterLink
で作成してください。

プリンタ盤面

紙

位置合わせ枠

メディア

位置合わせ枠右下
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3. メディアに印刷データを印刷する。
• 詳しい印刷方法については Mimaki プリンタ添付のマニュアル CD 「取扱説明書」 を参照してくだ
さい。

(1) RasterLink を起動する。

(2) Mimaki プリンタのタブをクリックする。

• 印刷データが自動で読み込まれ、 [ ジョブ

一覧 ] に追加されます。

(3) 画面右の [ 機能アイコン ] 一覧で [ 通常印刷 ]
アイコンをクリックする。

• [ 画像編集 ] パネルが表示されます。

(4) 180° 回転する。

• Mimaki プリンタは原点が右下、Trotec 
Speedy シリーズは原点が左上のため、180°
回転して印刷します。

(5) 画面右の [ 機能アイコン ] 一覧で [ 実行 ] アイ
コンをクリックする。

• [ 実行 ] パネルが表示されます。

(6) [ 実行 ] パネルで [RIP ＆印刷 ] または [RIP 後
印刷 ] を選択して [ 開始 ] をクリックする。

• 印刷が開始されます。

(7) 印刷データが印刷される。
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3.Trotec Speedy シリーズ (100/300/360/400) でレーザーカットする。

詳しくは Trotec Speedy シリーズの操作マニュアルをご覧ください。

レーザーカットする。

1. Trotec Speedy シリーズに印刷済のメ
ディアをセットする。

• 印刷したメディアを 180° 回転して、 レーザー
盤面の左上に突き当ててセットする。

2. 高さを調節する。

3. FineCut メニューの [TrotecLaser へ出力
] ボタンをクリックする。

• Adobe Illustrator CC より前のバージョンは
Trotec Speedyシリーズに対応していないため、
[TrotecLaser へ出力 ] ボタンが表示されません。

4. レーザー出力フォルダを設定する。
(1) [ フォルダ選択 ...] をクリックする。

(2) Trotec UniDrive で設定した変換フォルダを選
択する。( P.13 「変換フォルダとカット条件
パラメータファイルの関連付けを行う。(Trotec
UniDrive)」)

• 本書の例では、”C:\TrotecDataFolder” を選

択してください。

5. [ レイヤー ] タブで印刷 / カットの設定を
する。

• カットレイヤーをカット ON、 位置合わせ枠レ
イヤーと印刷レイヤーを印刷 ON にします。

6. [ 出力 ] をクリックする。
• 必ず、 Trotec JobControl と Trotec UniDrive を
起動している状態で行ってください。

印刷 カット レイヤー

- ON カット

ON - 位置合わせ枠

ON - 印刷



- 22 -

7. Trotec JobControl でカットデータが自
動的に読み込まれ、レーザーカットされ
る。
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こんなときは

トラブルシューテイング

FineCut メニューに [TrotecLaser へ出力 ] アイコン
が表示されない。

Adobe Illustrator CC 以上 (Win/Mac) を使

用していますか ?

FineCut を Adobe Illustrator CC-
CC2017(Win/Mac) にインストールしてくだ

さい。

FineCut ver8.7.0 以上を使用していますか
?

FineCut ver8.7.0 以上をインストールしてく

ださい。

コールセンターに問い合わせてください。

FineCut からカットデータを TrotecLaser へ出力しても
Trotec JobControl に自動で読み込まれない。

Trotec UniDrive を起動していますか ? Trotec UniDrive を起動してください。

Trotec UniDrive の [ 変換フォルダ設定 ]
で設定している変換フォルダと、FineCut
の [TrotecLaser 出力 ] 画面で設定してい

る [ レーザー出力フォルダ ] は同じですか
?

同じにしてください。

( P.13 「変換フォルダにフォルダのパス

を入力する。」 , P.21 「レーザー出力

フォルダを設定する。」 )

コールセンターに問い合わせてください。

FineCut からカットデータを [TrotecLaser へ出力 ] しても
Trotec JobControl に自動で読み込まれる際に「自動カッ
ト線は赤にしてください！」メッセージが表示される。

毎回表示されますか ? 最初の 1 回だけであれば問題ありません。

Trotec JobControl の [ 材料データベース ]
ダイアログで、赤の [ プロセス ] を [ カッ

ト ] にしてください。

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい
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Trotec JobControl へ読み込んだデータを出力してもレー
ザーカットされない。

Adobe Illustrator でカットデータの線色が

Trotec カラースウォッチの色 (FCLa-
ser_****) になっていますか ?

カットデータの線色を、Trotec カラース

ウォッチの 16 色から選択してください。

( P.16 「カットデータの線色を、Trotec
カラースウォッチから選択する。」)

Trotec JobControl の材料テンプレートで、

カットデータの線色に正しいレーザー
カット条件を設定していますか？

Trotec JobControl の [ 材料データベース ]
ダイアログで、カットデータの線色の [ プロ

セス ] を [ カット ] にして、正しいレーザー

カット条件を設定してください。

「レーザー彫刻機から応答がありません。
...」メッセージが表示されますか ? Trotec 社に問い合わせてください。

LaserCut PC と Trotec Speedy シリーズ

を USB ケーブルで接続していますか ? USB ケーブルで接続してください。

Trotec Speedy シリーズの電源がオンに

なっていますか ?
Trotec Speedy シリーズの電源をオンにして

ください。

コントロールパネルの [ デバイスとプリ

ンターの表示 ] で、[USB-Serial Con-
verter?] デバイスが正常に動作しています

か ?
( 正常に動作していない場合は、[USB-
Serial Converter?] のアイコン上に注意

マーク が表示されています。)

Trotec JobControl の CD を PC にセットし

て、 デバイスの更新を行ってください。
必ず、 Trotec Speedy シリーズ ( 電源オン )
に接続した状態で更新してください。

Trotec 社に問い合わせてください。

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい
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設定したカット条件でレーザーカットされない。

Trotec JobControl で材料テンプレートに

正しいカット条件を設定していますか ?

Trotec JobControl の [ 材料データベース ] ダ
イアログで、 材料テンプレートに正しい
カット条件を設定してください。

( P.10 「カット条件を設定する。」)

パラメータファイルに、Trotec JobCon-
trol で設定した材料テンプレートを指定し

ていますか？

Trotec UniDrive の [UniDrive( 手動モード )]
ダイアログで、正しい材料テンプレートを
設定してください。

( P.31 「変換フォルダの読み込み条件を

確認・変更したい。」)

Trotec UniDrive の [ 変換フォルダ設定 ]
で、パラメータファイルに、Trotec UniD-
rive[UniDrive( 手動モード )] で設定したパ

ラメータファイルを設定していますか ?

正しいパラメータファイルを設定してくだ
さい。

( P.11 「カット条件パラメータファイル

を作成する。(Trotec UniDrive )」, P.13 
「変換フォルダとカット条件パラメータ
ファイルの関連付けを行う。 (Trotec 
UniDrive)」 )

コールセンターに問い合わせてください。

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい
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印刷しないでレーザーカットのみしたい。

Trotec UniDrive の [UniDrive( 手動モード )] ダイアログで [ クイックプリント ] チェックボックスがオンの場合を
例に説明します。( P.12 「[ クイックプリント ] チェックボックスをオン / オフにする。」)

1. Adobe Illustrator でカットレイヤーを作
成する。

• プリント属性をオフにします。

2. カットデータを作成する。

3. カットデータの線色を、Trotec カラース
ウォッチから選択する。

4. Trotec Speedy シリーズにメディアを
セットする。

• レーザー盤面の左上に突き当ててセットする。

5. 高さを調節する。
• 詳しくはTrotec Speedyシリーズの操作マニュア
ルをご覧ください。

6. FineCut メニューの [TrotecLaser へ出力
] ボタンをクリックする。

7. レーザー出力フォルダを設定する。
• Trotec UniDrive で設定した変換フォルダを選択
する。 ( P.13 「変換フォルダとカット条件パ
ラメータファイルの関連付けを行う。 (Trotec
UniDrive)」 )
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8. [ レイヤー ] タブで、カットレイヤーに
カットマークが表示されていることを確
認する。

9. [ 出力 ] をクリックする。

10. Trotec JobControl でカットデータが自動
的に読み込まれ、レーザーカットされ
る。
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カット条件を変更してカットしたい。

カット条件を変更したい。

以下の方法の場合、FineCut から新たに送信したデータと Trotec JobControl に既に読み込まれているデータの
両方に、変更したカット条件が適用されます。

1. Trotec JobControl を起動する。

2. [ 設定 ] メニューの [ 材料テンプレートの設定 ] を選択する。
• [ 材料データベース ] ダイアログが表示されます。

3. [ 材料データベース ] 画面左側の材料一覧
で、変更したい材料テンプレートを選択
する。( P.10 「新規材料を登録する。」
)

4. カット条件を変更して [OK] をクリックする。

• Trotec JobControl [ 材料データベース ] で、[ プロセス ] に [ スキップ ] が設定され
ているカラーを使用している線分は、JobControl で全て無視され、レーザーカット
されません。レーザーカットしたい場合は、JobControl で、使用している [Colour]
の [ プロセス ] に [ カット ] を指定し、カット条件を設定してください。

• Trotec JobControl [ 材料データベース ] のカラー上の番号はカット順です。

Adobe Illustrator 上の
Trotec カラースウォッチ

Trotec JobControl の Colour16 色は、 それ
ぞれAdobe Illustratorで使用されるTrotecカ
ラースウォッチの 16 色に対応しています。
Adobe Illustrator上で Trotecカラースウォッ
チの色が設定された線分はすべて、 レー
ザーカットパスとして認識されます。 Tro-
tec JobControl[ 材料データベース ] で、 カ
ラーごとにレーザーカット条件を設定する
ことができます。
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カット条件を追加したい。

1. Trotec JobControl の [ 材料データベース
] で新材料を作成する。( P.10 「新規
材料を登録する。」)

• 新規作成した材料テンプレートは、 Trotec Job-
Control で既に読み込まれているデータにも適用
されます。

2. Trotec UniDrive の [ 手動変換 ] - [UniD-
rive( 手動モード )] ダイアログで、新材
料のパラメータファイルを作成する。
( P.11 「カット条件パラメータファイ
ルを作成する。」)

3. Trotec UniDrive の [ 変換フォルダ ] - [ 変
換フォルダ設定 ] ダイアログで、手順 2.
で作成した新材料のパラメータファイル
を設定して新しい変換フォルダを作成す
る。( P.13 「変換フォルダとカット条
件パラメータファイルの関連付けを行
う。(Trotec UniDrive)」)

• 既存の材料テンプレートが適用された
データが Trotec JobControl のビュー上
にあると、別の材料テンプレートを適
用してデータを配置することはできま
せん。

右下のメッセージが表示された場合、[
いいえ ] をクリックしてください。

JobControl のビュー上のデータを削
除、または画面右側のジョブリストに
ドラッグ & ドロップで戻してから、新
しい材料テンプレートを適用したデー
タを再度配置してください。

ビュー
ジョブリスト
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カット順を変更したい。

以下の２つの方法があります。

 最下層のレイヤーからカットするため、

Adobe Illustrator でレイヤーの順番を入れ替

える。

 Trotec JobControl の [ 材料データベース ] で
カットするカラーの順番を確認して、Adobe 
Illustrator でカットデータの線色を変更する。

1. Trotec JobControl を起動する。

2. [ 設定 ] メニューの [ 材料テンプレートの
設定 ] を選択する。

3. [ 材料データベース ] ダイアログでカラー
の順番を確認する。

4. Adobe Illustrator で、カット順に応じて
カットデータの線色を変更する。
( P.16 「カットデータの線色を、Tro-
tec カラースウォッチから選択する。」)

• カットデータの線色は、 必ず Trotec カラース
ウォッチから選択してください。
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変換フォルダの読み込み条件を確認・変更したい。

1. Trotec UniDrive で [ 手動変換 ] メニュー
を選択する。

• [UniDrive( 手動モード )] ダイアログが表示されま
す。

2. [ 読み込み ] をクリックする。
• ファイルを開くダイアログが表示されます。

3. 確認・変更したいパラメータファイル (
読込み条件 ) を選択する。

• 選択したパラメータファイルの内容が [UniDrive(
手動モード )] ダイアログに表示されます。

4. [UniDrive( 手動モード )] ダイアログで読
み込み条件を確認・変更する。

5. 内容を変更した場合は、[ 保存 ] をク
リックしてパラメータファイルを保存す
る。

• [UniDrive( 手動モード )] ダイアログで [ 材料設定
] を変更すると、 [ パラメータとホットフォルダ
を保存 ]ダイアログの [パラメータセット名 ]で、
パラメータファイルが保存されます。 パラメー
タを別名で保存する場合は、 [ パラメータセッ
ト名 ] に別名を入力するかまたは [ ファイルを閲
覧 ...] をクリックして、 別のパラメータファイ
ルを選択して保存してください。
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メディアの裏側からカットしたい。

印刷面を下にしてメディアをカットするため、左右または上下反転してカットします。
既に、Trotec JobControl に送信されたデータには適用されません。反転してカットしたい場合は、再度 FineCut
からデータを送信しなおしてください。

1. [ コントロールパネル ] – [ デバイスとプリンターの表示 ] を選択する。

2. [ プリンター ] の [Trotec Engraver (ver 
No.)*1] を右クリックし、[ 印刷設定 ] を
選択する。
*1. (Ver No.) は製品バージョンによって異なります。

3. [ 出力設定 ] タブの [ 加工オプション ] – [
横方向に反転 ] または [ 縦方向に反転 ]
チェックボックスをオンにする。

4. 設定が完了したら、ダイアログ右下左側
のボタンをクリックする。

• [ クイックプリント ] や [ 自動位置 ] 等の Trotec
UniDrive と同じ内容の設定項目については、
Trotec Engraver より Trotec UniDrive の設定の方
が優先されます。
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Trotec JobControl へ送ったデータを手動で配置したい。

1. Trotec UniDrive で [ 手動変換 ] メニュー
を選択する。

• [UniDrive( 手動モード )] ダイアログが表示されま
す。

2. [ 自動位置 ] チェックボックスをオフに
する。

3. [ クイックプリント ] チェックボックス
をオフにする。

4. パラメータファイルに保存する。
( P.11 「カット条件パラメータファイ
ルを作成する。」手順 (6) ～ (8))

5. Adobe Illustrator でカットデータを作成
する。( P.16 「Adobe Illustrator で
データを作成する。」手順 1 ～手順 4)

6. FineCut で [TrotecLaser へ出力 ] する。
( P.21 「FineCut メニューの [Trote-
cLaser へ出力 ] ボタンをクリックする。」
)

7. Trotec JobControl を起動する。
• 画面右側のジョブリストにカットデータが読み
込まれます。

8. ジョブリストからビューにドラッグ &
ドロップして、データを配置する。

9. [ ジョブの透過 ] アイコンをクリックす
る。

• カットライン表示モードになります。

10. 手動で配置位置を変更する。

ビュー

ジョブ
リスト
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Trotec JobControl へ送ったデータを自動で配置したい。

1. Trotec UniDrive で [ 手動変換 ] メニュー
を選択する。

• [UniDrive( 手動モード )] ダイアログが表示されま
す。

2. [ 自動位置 ] チェックボックスをオンに
する。

• 1 つめのデータを出力後、 次に送ったデータを
空きエリアに自動で並べて配置します。 隙間な
く配置してカットするため、 メディアを有効に
使えます。 複数のデータを連続してカットする
場合に便利です。

3. パラメータファイルに保存する。
( P.11 「カット条件パラメータファイ
ルを作成する。」手順 (6) ～ (8))

Trotec JobControl 自動配置の配置原点を変更したい ( 自動位置オフ )
Trotec UniDrive の [UniDrive( 手動モード )] ダイアログで [ クイックプリント ] チェックボックスがオン、[ 自動
位置 ] チェックボックスがオフの場合に有効です。( P.12 「[ クイックプリント ] チェックボックスをオン / オ
フにする。」, P.11 「[ 自動位置 ] チェックボックスをオン / オフする。」)

1. 配置原点を設定する。
(1) Trotec JobControl の [ 設定 ] メニューで [ オプ

ション ] を選択する。

(2) [ オプション ] ダイアログで [Process options]
- [ クィックプリント ] をクリックする。

(3) [ クィックプリント時の加工ポジション ] - [X],
[Y] を設定する。

• [ 自動位置 ] チェックボックスがオンの場合、

[ 自動位置 ] の原点が優先されます。

( P.35 「[ 最初の加工位置 ] - [X], [Y]: 原点

を設定する。」)
• [ 自動位置 ] チェックボックスがオフの場合

は、毎回同じ原点位置でカットされます。
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Trotec JobControl 自動配置の配置原点を変更したい ( 自動位置オン )
FineCut から Trotec JobControl へ送信したデータをジョブリストに入れずに自動で配置します。自動配置され
たデータは、手動で任意の場所に移動することもできます。
Trotec UniDrive の [UniDrive( 手動モード )] ダイアログで [ 自動位置 ] チェックボックスがオンの場合に有効です。
( P.11 「[ 自動位置 ] チェックボックスをオン / オフする。」)

1. Trotec JobControl の [ 設定 ] メニューで 
[ オプション ] を選択する。

2. [ オプション ] ダイアログで [Process 
options] - [ オートメーション ] をクリッ
クする。

3. [ 最初の加工位置 ] - [X], [Y]: 原点を設定
する。 

4. [ 第 2 ジョブを使用 ] チェックボックス
をオンにする。

• [ 第 2 ジョブを使用 ] チェックボックスがオフの
場合は、重ならないように JobControl のビュー
上に自動 配置されます。

5. [2 回目以降の加工位置 ] - [X], [Y]: 2 回目
以降の原点を設定する。

 



- 36 -

Trotec JobControl へ送ったデータを手動で出力したい。

1. Trotec UniDrive で [ 手動変換 ] メニュー
を選択する。

• [UniDrive( 手動モード )] ダイアログが表示されま
す。

2. [ クイックプリント ] チェックボックス
をオフにする。

3. パラメータファイルに保存する。
( P.11 「カット条件パラメータファイ
ルを作成する。」手順 (6) ～手順 (8))

4. FineCut からカットデータを出力する。
( P.21 「レーザーカットする。」手順
3 ～手順 6)

5. Trotec JobControl でカットデータが自動
的に読み込まれる。

6. 読み込まれたデータをクリックして選択
する。

7. [ ジョブの透過 ] アイコンをクリックす
る。

• カットライン表示モードになります。

8. Trotec Speedy シリーズにメディアを
セットする。

9. 高さを調整する。
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10. [ スタート ] アイコンをクリックする。
• Trotec JobControl から Trotec Speedy シリーズ
にカットデータが出力されます。

11. レーザーカットされる。
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印刷とカットがずれる。

カット後に印刷してください。カット後に印刷してもずれる場合は、トンボを使用して出力してください。
Adobe Illustrator や FineCut で作成するトンボは使用できません。Trotec 専用のトンボを使用します。詳しくは
Trotec JobControl ガイドをご覧ください。

カット後に印刷する。

1. カットデータを作成する。( P.16 「Adobe Illustrator でデータを作成する。」)

2. Trotec UniDrive で [ クイックプリント ]
チェックボックスをオンにする。

• P.12 「[ クイックプリント ] チェックボック
スをオン / オフにする。」

3. レーザーカットする。
(1) Trotec Speedy シリーズにメディアをセット

する。
• メディアをレーザー盤面の左上に突き当て

てセットする。

(2) 高さを調節する。

(3) FineCut メニューの [TrotecLaser へ出力 ] ボタ
ンをクリックする。

(4) レーザー出力フォルダを設定する。

(5) [ レイヤー] タブで印刷 / カットの設定をする。

• カットレイヤーをカット ON、位置合わせ枠

レイヤーを印刷 ON にします。

印刷 カット レイヤー

- ON カット

ON - 位置合わせ枠

- - 印刷
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(6) [ 出力 ] をクリックする。

(7) レーザーカットされる。

4. カットラインデータを RasterLink の
ホットフォルダへ出力する。

(1) FineCut メニューの [RasterLink へ出力 ] ボタ

ンをクリックする。

(2) [ レイヤー] タブで印刷 / カットの設定をする。

• カットレイヤーを印刷 ON、位置合わせ枠を

カット ON にします。

(3) [ フォルダ選択 ...] をクリックする。

• 使用する Mimaki プリンタの RasterLink
ホットフォルダを選択します。

(4) [ 出力 ] をクリックする。

• カットラインの印刷データが RasterLink の

ホットフォルダに送信されます。

5. カットラインを印刷する。
(1) Mimaki プリンタ盤面にカットラインを印刷す

る紙メディアをセットする。

(2) Mimaki プリンタをリモートモードにする。

印刷 カット レイヤー

ON - カット

- ON 位置合わせ枠

- - 印刷

プリンタ盤面

紙
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(3) RasterLink を起動する。

(4) Mimaki プリンタタブをクリックする。

• カットラインデータが自動で読み込まれ、 [
ジョブ一覧 ] に追加されます。

(5) 画面右の [ 機能アイコン ] 一覧で [ 実行 ] アイ
コンをクリックする。

• [ 実行 ] パネルが表示されます。

(6) [ 実行 ] パネルで [RIP ＆印刷 ] または [RIP 後
印刷 ] を選択して [ 開始 ] をクリックする。

• 印刷が開始されます。

(7) カットラインが印刷される。

6. レーザーカットしたメディアを、印刷し
たカットラインに合わせてセットする。

プリンタ盤面

紙

カットライン

プリンタ盤面

メディア

紙
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7. 印刷データを RasterLink のホットフォルダへ出力する。
(1) FineCut メニューの [RasterLink へ出力 ] ボタ

ンをクリックする。

(2) [ レイヤー] タブで印刷 / カットの設定をする。

• 位置合わせ枠レイヤーをカット ON、印刷レ

イヤーを印刷 ON にします。

(3) RasterLinkのホットフォルダを選択して [出力
] をクリックする。

• 印刷データが RasterLink のホットフォルダ

に送信されます。

8. Mimaki プリンタで印刷する。
(1) RasterLink を起動する。

• 印刷データが自動で読み込まれ、 [ ジョブ

一覧 ] に追加されます。

(2) Mimaki プリンタタブをクリックする。

(3) [ 実行 ] パネルで [RIP ＆印刷 ] または [RIP 後
印刷 ] を選択して [ 開始 ] をクリックする。

• 印刷が開始されます。

(4) Mimaki プリンタで印刷される。

印刷 カット レイヤー

- - カット

- ON 位置合わせ枠

ON - 印刷



D203260-11-30072020
© 2018 MIMAKI ENGINEERING CO., LTD.  All rights reserved. MM


	ご注意
	Trotecレーザーカットについて
	レーザーカットの準備手順
	レーザーカットの出力手順
	準備する
	1. Mimakiのソフトウェア/ドライバをインストールする。
	2. FineCutの設定を行う。
	3. Trotecのソフトウェア/ドライバをインストールする。
	4. Trotecのソフトウェアの設定を行う。
	カット条件を設定する。(Trotec JobControl)
	カット条件パラメータファイルを作成する。(Trotec UniDrive )
	変換フォルダとカット条件パラメータファイルの関連付けを行う。 (Trotec UniDrive)

	5. Trotec Speedyシリーズをレーザーカット可能な状態にする。
	6. Mimakiプリンタを印刷可能な状態にする。

	印刷、カットする
	1. データを作成する。
	Adobe Illustratorでデータを作成する。

	2. 印刷する。
	紙メディアに位置合わせ枠データを印刷する。
	メディアに印刷データを印刷する。

	3.Trotec Speedyシリーズ(100/300/360/400)でレーザーカットする。
	レーザーカットする。


	こんなときは
	トラブルシューテイング
	印刷しないでレーザーカットのみしたい。
	カット条件を変更してカットしたい。
	カット条件を変更したい。
	カット条件を追加したい。

	カット順を変更したい。
	変換フォルダの読み込み条件を確認・変更したい。
	メディアの裏側からカットしたい。
	Trotec JobControlへ送ったデータを手動で配置したい。
	Trotec JobControlへ送ったデータを自動で配置したい。
	Trotec JobControl自動配置の配置原点を変更したい(自動位置オフ)
	Trotec JobControl自動配置の配置原点を変更したい(自動位置オン)
	Trotec JobControlへ送ったデータを手動で出力したい。
	印刷とカットがずれる。
	カット後に印刷する。



